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ご 挨 拶 
 

同窓会会長 玉 村  一 男（昭和42年卒） 

 

武生高等学校同窓会の皆様、この度、私は同窓会理事会のご承認を頂き、令和４年～５年度

同窓会会長を拝命いたしました。１２４年の歴史と伝統ある武生高等学校の同窓会ですので、

諸先輩を始め皆様のご協力を頂いて同窓会の更なる発展に全力を尽くして参る所存です。何卒

宜しくお願い申し上げます。 

今回の同窓会総会は３年ぶりの開催となり、会員の皆様とお会いするのを楽しみにしていま

した。本年は坂野正仁様を実行委員長とする昭和５９年、６０年卒の２学年の同窓生の実行委

員会の皆様により総会、講演会が開催されることになりました（残念ながら懇親会は中止）。 

新型コロナウイルス感染防止対策として、福井県感染拡大特別警報、感染拡大警報と延長し

ている状況下での準備活動は大変であったことと思います。そのような中で、綿密な準備をさ

れました実行委員会の皆様に改めて心より御礼申し上げます。本日、こうして久しぶりに皆様

と一堂に顔を合わせての総会開催、加えてオンラインでも参加できるハイブリッド方式での総

会の開催は本当に嬉しい限りです。これからもハイブリッド方式の総会の開催は主流になって

いくことでしょう。本日は関東支部、関西支部、石川県支部、東海支部の会員の皆様や、多く

の全国の同窓生の皆様もオンラインで参加されています。皆様、多いに盛り上げて総会・講演

会を成功させましょう。 

さて、武生高等学校につきましては、昭和４４年に設置された理数科は５１年の歴史を紡

ぎ、２，０００余名の卒業生を送り出しましたが、令和４年３月に閉科となり、令和２年４月

より探究進学科が新設されました。探究進学科は理数科を更に進化させた令和時代に相応しい

先進的な学科とのことです。同窓会としても大いに期待をしているところです。 

武生高等学校は明治３１年に福井県立武生尋常中学校に始まり、本年は創立１２４年を迎え

ます。６年後の令和１０年には創立１３０周年の年となり、同窓会としては創立１３０周年記

念事業を行うことを決定しました。どのように事業を行うかはこれから決めていくこととなり

ますが、皆様の絶大なるお力をお借りして皆様と一緒になって共に進めていく所存です。同窓

会の皆様、何卒ご協力の程お願い申し上げます。 

これからも暫らくはコロナ禍の状況は続き、ウクライナの緊迫した情勢も長引きそうで、何

かとストレスの多い日々になりそうですが、同窓会の皆様におかれましては会員相互の交流や

親睦活動が活発になり、令和４年度が皆様にとって良い年でありますようにご祈念申し上げま

す。最後になりましたが、これからも武生高等学校には優秀な生徒が集まり、育ち、そして巣

立って行くと共に、本校が地域の皆様からも愛され、魅力に溢れる高校であり続けますことを

心から祈念致しまして、総会のご挨拶とします。 



ご 挨 拶 
 

学 校 長 島 田  芳 秀 あ 

 

本日、２０２２年度武生高等学校同窓会総会が開催されますことを、心からお祝い申し上げ

ます。日ごろは会長の玉村一男様をはじめ、役員・理事の方々、同窓会員の皆様方には、多大

なご理解とご支援を賜り、感謝申し上げます。 

本校は、今年度、武生尋常中学校創設から数えて１２４年を迎えます。これまでに卒業され

た４万６千人を超える皆様方は、県内はもとより全国各地、さらには国際社会においても政治・

経済や科学技術、教育や医療福祉など社会のさまざまな分野で輝かしい業績を上げられていま

す。在校生たちにとっても、卒業生の皆様方の活躍が励みとなり、目標となっています。 

今年３月には、半世紀を超えて優秀な人材を輩出してまいりました理数科の閉科式が行われ

ました。理数科は閉科しましたが、理数科のこれまでの多くの成果を引き継いで、地域をリー

ドし国際社会に貢献できる科学技術系人材の育成を目指して取り組んでまいります。 

さて、現在の本校の現状について申し上げます。全日制には９０７名、定時制には１２７名

の合計１，０３４名の生徒が在籍しています。また、世界や地域と繋がる多様な探究活動を実

施しながら、難関大学・医学科を目指して新設された探究科の１期生は、来年３月に卒業を迎

えます。 

 今春の進学実績としては、勉学と部活動を両立させながら、国公立大学全体で２０３名が合

格しました。全日制の部活動では、山岳部が、男子・女子ともに全国高等学校総合体育大会（イ

ンターハイ）に出場し、北信越高等学校総合体育大会には、男子・女子ともにソフトテニス部、

女子バドミントン部、陸上部、弓道部、柔道部、山岳部が出場しました。また、将棋部、百人一

首かるた部、メディア文芸部、アート美術部が全国高等学校総合文化祭に出場しています。定

時制では、男子バスケットボール部が県定通大会で準優勝し、県定通連合文化祭では、被服手

芸部門で最優秀金賞を受賞しました。学校の学習環境の整備も進み、生徒玄関や第１号棟の３

年生教室は、木のぬくもりがある素晴らしい校舎となりました。１,２年生の校舎も順次、リノ

ベーションが進んでいきます。 

今年度も武生高等学校では、同窓会会員の皆様のご期待に添えるよう、これまで受け継がれ

てきた伝統と文化を尊重し大切にしながら、変化する時代にあわせた教育を実践し、生徒一人

ひとりの夢の実現に向けた教育活動に取り組んでまいる所存です。 

最後になりますが、本年度の総会開催に対してご尽力いただいた昭和５９年卒業の皆様方と

昭和６０年卒業の皆様方にお礼を申し上げますとともに、会員の皆様方のご健勝、ご多幸を心

からお祈りしまして、ご挨拶とさせていただきます。 



 

 

２０２２年度 武生高等学校同窓会総会 次第 

５月２８日（土） 

14:00～14:50 

総  会 （於：３階 平安の間） 

 

１ 開会のことば    実行委員長  坂 野 正 仁 

 

 ２ 物故者に対する黙とう 

 

 ３ 同窓会会長挨拶   玉 村 一 男 氏 

 

 ４ 学 校 長 挨 拶   島 田 芳 秀 氏 

 

 ５ 議     事 

 

    （１）令和３年度事業報告 

 

    （２）令和３年度決算報告 

 

       令和３年度会計監査報告 

  

    （３）役員改選 

 

    （４）令和４年度事業計画案審議 

 

 （５）令和４年度予算案審議 

 

 （６）同窓会入会金の値上げ（案）について 

 

 （７）同窓会名簿の発行について 

 

    （８）１３０周年記念事業について 

 

    （９）その他 



 

 

 

 

６ 報 告 事 項 

 

   （１）支部報告 

 

   （２）同窓会事務局（部屋）について 

 

   （３）（一社）武高３７オレンジーズ 事務局より 

 

 ７ 閉会のことば    副実行委員長 中 村 忠 嗣 

 

 

 

 

15:00～16:00 

 特別講演 （於：３階 平安の間） 

 

   「 日 本 酒 の 話 」 ～作り方から飲み方まで～ 

 

片山酒造（株）代表  

片 山 達 夫 氏（昭和 59 年卒業） 

 

丹生酒造（株）営業  

嶋 田 明 美 氏（昭和 59 年卒業：旧姓高橋） 

 

 

 

 

 



 

 

令和３年度 事業報告 
 

 
令和３年 

 
４月 ６日（火） 会計監査          武生高校 葵講堂 会議室 

 
４月１６日（金） 第１回役員会、理事会        武生商工会館 
 
５月２５日（火） 同総会報 第５０号発行 

            
７月１３日（火） 臨時役員会        武生高校 葵講堂 会議室 
 
１０月２２日（金） 第２回役員回、理事会        武生商工会館 
 
１２月２４日（金） 臨時役員会        武生高校 葵講堂 会議室 
 

 
【中止】   同窓生講演会（生徒対象） 

同窓会総会、特別講演会、パーティー 
 

 
令和４年 

 
３月１５日（火） 全日制 卒業式（同窓会入会）  

〃  理数科閉科式 
 定時制 卒業式（同窓会入会） 
  

 
◇ 各支部総会 

 
関東支部総会   【中止】 
 
関西支部総会   【書面開催】 
 
石川県支部総会  【中止】 

 
東海支部総会   【中止】  



一般会計

【 収 入 】 単位：円

項 目 令和３年度予算 令和３年度決算 比較増減 備　考

繰 越 金 1,704,808 1,704,808 0

入 会 金 1,020,000 1,005,000 △ 15,000 全日制318、定時制17（1名3,000円）

雑 収 入 92 14 △ 78 預金利息

寄 付 金 0 70,000 70,000 役員より

合 計 2,724,900 2,779,822 54,922

【 支 出 】

項 目 令和３年度予算 令和３年度決算 比較増減 備　考

会 議 費 150,000 110,488 △ 39,512 理事会（2回）会場使用料　他

旅 費 300,000 0 △ 300,000

消 耗 品 費 5,000 49,272 44,272 事務局ＦＡＸ電話機購入代、インク、用紙　他

通 信 費 130,000 107,987 △ 22,013 電話使用料、各種郵送料、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用料　他

慶 弔 費 20,000 0 △ 20,000

事 務 費 20,000 20,000 0 事務手当

支 部 補 助 費 311,000 312,020 1,020
関東・関西10万、石川・東海5万、定時8,500円
振込手数料

母 校 振 興 費 0 0 0

積 立 金 0 0 0

予 備 費 1,788,900 102,560 △ 1,686,340 記念会館２Ｆ修繕費、記念会館補助5万

合 計 2,724,900 702,327 △ 2,022,573

単位：円

普通預金 2,077,495
定期預金 17,415,284

1,543,069
21,035,848

会計収支監査の結果、諸帳簿及び証拠書類等は、適正に処理されていることを認めます

監 事 三村　昌之

監 事 松浦　宏由

令和４年４月５日

同窓会資産
一 般 会 計
特 別 会 計
同 窓 会 会 報 会 計

合　　　　計

(令和３年４月１日～令和４年３月３１日）

令和3年度収入合計

令和3年度支出合計

令和３年度　武生高等学校同窓会会計　収支決算書



会報会計

【 収 入 】 単位：円

項 目 令和３年度予算 令和３年度決算 比較増減 備　　　　　　考

繰 越 金 1,406,427 1,406,427 0

令 和 3 年 度
本 校 卒 業 生 477,000 477,000 0 １，５００円×３１８人

新 規 購 読 0 0 0

雑 収 入 3 9 6 預金利息

合 計 1,883,430 1,883,436 6

【 支 出 】

項 目 令和３年度予算 令和３年度決算 比較増減 備　　　　　　考

会 報 発 行 費 350,000 340,367 △ 9,633 会報印刷・発送代、振込手数料

積 立 金 0 0 0

残 高 証 明
発 行 手 数 料 520 0 △ 520

予 備 費 1,532,910 0 △ 1,532,910

合 計 1,883,430 340,367 △ 1,543,063

1,883,436

340,367

1,543,069

《内訳》

普 通 預 金 1,451,717 円

振 替 口 座 91,352 円

計 1,543,069 円

令和３年度　武生高等学校同窓会　会報特別会計　収支決算書
(令和３年４月１日～令和４年３月３１日）



 

 

令和４年度  事 業 計 画（案） 
 

 
令和４年 

 
４月 ５日（火） 会計監査          （武生高校 応接室） 

 
４月２３日（土） 第１回役員会、理事会    （武生高校 葵講堂） 

生徒会館見学会  
 
   ５月２７日（金） 同窓生講演会〔生徒対象〕  （武生高校） 

 
５月２８日（土） 同窓会報 第５１号発行      

２０２２年度 同窓会総会・特別講演会・〔パーティー無し〕 
（ホテルクラウンヒルズ武生） 

 
１０月２１日（金） 第２回役員会、理事会     
 

 
令和５年 

 
３月 初旬    全日制卒業式（同窓会入会） 

 定時制卒業式（同窓会入会） 
  

 
 

各支部総会 

 
関東支部総会   未定 

 
関西支部総会   未定 

 
石川県支部総会  未定 

 
東海支部総会   未定 



一般会計

【 収 入 】 単位：円

項 目 令和４年度予算 備　　　　　　　　　考

繰 越 金 2,077,495 前年度繰越金

入 会 金 993,000 全日３００，定時３１ （1名3,000円）

雑 収 入 5 利息等

寄 付 金 0

合 計 3,070,500

【 支 出 】

項 目 令和４年度予算 備　　　　　　　　　考

会 議 費 150,000 理事会(４月、１０月）

旅 費 300,000 関東・石川・東海支部総会、各支部来福旅費

消 耗 品 費 5,000 事務用品等

通 信 費 130,000 電話料、郵送料、HP年間維持管理料

慶 弔 費 20,000

事 務 費 20,000 事務手当

支 部 補 助 費 315,500 関東・関西 10万、石川・東海 5万　定時@500×31人

母 校 振 興 費 200,000 武生高校広報費

積 立 金 400,000 特別会計（定期預金）へ

予 備 費 1,530,000 記念会館補助等

合 計 3,070,500

※　款項目の流用は理事会にご一任ください

(令和４年４月１日～令和５年３月３１日）

令和４年度　武生高等学校同窓会会計　予算書　（案）



 

 

（６）同窓会入会金の値上げについて→会則の改正 

  

      会則 第６章 会計及び資産  

第 18 条  

＜現行＞ 本会の入会金は 3,000 円とする。 

                 ↓ 

＜改正＞ 本会の入会金は 4,000 円とする。 

 

    第８章 補則 

   第 21 条 

  ＜現行＞ 本会則は平成 6年 4 月 1 日に改正し、即日これを施行する。 

               ↓ 

＜改正＞ 本会則は令和 5年 4月 1日に改正し、即日これを施行する。 

 

       ※ 令和５年度（令和６年３月卒）卒業生からの運用となります。 

 

 

（７）同窓会名簿の発行について  

 

① 名簿仕様  

    ・Α４版／「上製本」または「並製本」 

・９４０頁（総頁数）予定。 

・前回の名簿を基に、業者【 （株）サラト 】 〔※〕 に依頼。 

      これまで〔※〕から４回発行している。 

       第１回発行＝昭和６１年   第２回発行＝平成３年 

第３回発行＝平成８年    第４回発行＝平成１４年 

 

   ②発行時期 

    ・令和５年１０月発行（予定） 

 

   ③作成経費 

    ・全ての経費は、名簿販売収入、広告収入、名簿作成賛助金収入によって賄う。 

    ・同窓会からの経費負担は一切無し。（上記収入が予定に満たなくても同様） 

 

   ④発行方法 

    ・業者〔※〕が全作業を一括代行する。 

（動向調査、編集、校正、印刷、発送、販売、広告･賛助金収集、代金回収） 

   

 ⑤頒価（予定） 

    ・４，３００円「上製本」または、３，９００円「並製本」 

     （送料・消費税・振込手数料を含む） 

会報会計

【 収 入 】 単位：円

項 目 令和４年度予算 備　　　　　　　　　考

繰 越 金 1,543,069 前年度繰越金

令和３年度本校卒業生 450,000 １，５００円×３００名（全日制）

新 規 購 読 0

雑 収 入 31 利息

合 計 1,993,100

【 支 出 】

項 目 令和４年度予算 備　　　　　　　　　考

会 報 発 行 費 350,000 同窓会会報（5月発行）　印刷、発送代

積 立 金 0

残高証明発行手数料 550 振替口座残高証明

予 備 費 1,642,550

合 計 1,993,100

※　款項目の流用は理事会にご一任ください

令和４年度 武生高等学校同窓会 会報特別会計 予算書　(案)

(令和４年４月１日～令和５年３月３１日）



 

 

（６）同窓会入会金の値上げについて→会則の改正 

  

      会則 第６章 会計及び資産  

第 18 条  

＜現行＞ 本会の入会金は 3,000 円とする。 

                 ↓ 

＜改正＞ 本会の入会金は 4,000 円とする。 

 

    第８章 補則 

   第 21 条 

  ＜現行＞ 本会則は平成 6年 4月 1日に改正し、即日これを施行する。 

               ↓ 

＜改正＞ 本会則は令和 5年 4月 1日に改正し、即日これを施行する。 

 

       ※ 令和５年度（令和６年３月卒）卒業生からの運用となります。 

 

 

（７）同窓会名簿の発行について  

 

① 名簿仕様  

    ・Α４版／「上製本」または「並製本」 

・９４０頁（総頁数）予定。 

・前回の名簿を基に、業者【 （株）サラト 】 〔※〕 に依頼。 

      これまで〔※〕から４回発行している。 

       第１回発行＝昭和６１年   第２回発行＝平成３年 

第３回発行＝平成８年    第４回発行＝平成１４年 

 

   ②発行時期 

    ・令和５年１０月発行（予定） 

 

   ③作成経費 

    ・全ての経費は、名簿販売収入、広告収入、名簿作成賛助金収入によって賄う。 

    ・同窓会からの経費負担は一切無し。（上記収入が予定に満たなくても同様） 

 

   ④発行方法 

    ・業者〔※〕が全作業を一括代行する。 

（動向調査、編集、校正、印刷、発送、販売、広告･賛助金収集、代金回収） 

   

 ⑤頒価（予定） 

    ・４，３００円「上製本」または、３，９００円「並製本」 

     （送料・消費税・振込手数料を含む） 



 

 

 

⑥発行予定部数 

    ・２，８００冊 

会員への予約販売部数 ２，３３０冊 

広告主への贈呈      １２０冊 

賛助金申込者への贈呈   ３００冊 

同窓会への無料贈呈     ５０冊 

 

   ⑦収入予定金額（業者〔※〕の見込み） 

    ・会員への名簿販売収入    １０，０１９，０００円 

    ・広告掲載収入         ３，６００，０００円 

    ・名簿作成賛助金収入      ３，０００，０００円  

      合     計      １６，６１９，０００円 

 

   ⑧同窓会の収入 

    ＊名簿販売・広告収入・賛助金の収入総額が、１，６６０万円を超過した場合には、 

     超過額の５０％を同窓会に還元する。（業者〔※〕より） 

 

   ⑨データメンテナンス 

    ・発行後、９年間は会員データ管理が無料。（業者〔※〕） 

（備考：H18 より「会員データ管理業務委託契約書」を締結、毎年更新中。） 

     【データ管理の内容】 

◇ 年１回の新規会員の登録 

◇ 同窓会より提出される会員情報の追加訂正指示の処理 

◇ 市町村合併に伴う、住所表示の変更などのデータクリーニング 

 

 

（８）１３０周年記念事業の内容について 

 

    □実行委員会（組織）   

□規約     

□資金募金要項 

□式典     

□祝賀会   

□記念誌    

□事業（生徒会館） 



　氏　　名 卒業年次 　氏　　名 卒業年次 　氏　　名 卒業年次

◎ 玉　村　一　男 42  松　井　　　透 43  帰　山　明　朗 58

◎ 上　木　義　晴 45 森　山　　　明 43  時　田　和一良 58

◎ 笠　原　　　章 45  杉　本　はじめ 44  宮　本　　　俊 58

◎ 酒　井　郁　江 52  栗　塚　俊　夫 46 ◎ 坂  野  正  仁 59

◎ 田　中　大　成 53  藤　木　茂　之 46 平　林　　　透 59

◎ 平　山　勝　康 55  五十嵐　公　二 47  森　中　裕　信 59

◎ 井　上　和　治 44  宗　近　博　之 47  中　村　忠　嗣 60

◎ 三　村　昌　之 48 ◎ 佐　藤　かよ子 47定 笹　田　和　子 60

◎ 松　浦　宏　由 51  白　崎　弘　康 48  仲　倉　典　克 61

 岸　本　輝　夫 28分 上野谷　譲　二 49  是　広　憲　一 61

◎ 堀　　　婦佐子 30  加　藤　明　之 49 #REF! 月　岡　幹　雄 62

◎ 吉　田　　　勉 31  岡　田　武　廣 50 #REF! 石　川　純　也 63

◎ 鎌　谷　慶　昭 32  関　　　孝　夫 50 #REF! 武　藤　英　樹 63

◎ 堀　川　利　彦 32  田　中　康　和 50 #REF! 渡　辺　和桂子 63

 小　川　康　子 33  加　藤　団　秀 51 #REF! 柴　田　吉　信 H01

◎ 岩　堀　真理子 35  河　嶋　　　衛 51 #REF! 西　出　博　俊 H01

◎ 山　田　洋　三 35  賀　川　典　明 52 #REF! 高　野　祐　一 H01

◎ 河　合　敏　一 36  長谷川　和　弘 53 #REF! 塩　田　憲　康 H02

◎ 香　川　克　子 37 ◎ 脇　田　昇　治 53 #REF! 藤　井　信太郎 H02

 齊　藤　敏　機 37  上　野　浩　一 54 新 宮　本　　　理 H02

 山本  仁左衛門 37  野　田　義　弘 54 石　本　郁　夫 H03

西　山　克　美 38  坂　口　順　一 55 塚  崎　嘉  彦 H04

 谷　尾　清　隆 39 新 高　嶋　敏　郎 55 土　田　康　博 H04

#REF! 笠　島　賢一郎 40 奈　良　俊　幸 56 中  野　嘉　昭 H05

 上野谷　憲　示 40 萬　谷　宏　治 56 門　口　正　人 H05

 石　田　正　人 41 吉　村　文　男 56 高　橋　愛　子 H06

 清　水　花　子 41 ◎ 杉　本　正　一 57 畠　 　 広　文 H06

宇　野　一　右 42 #REF! 加　藤　幸　紀 57 服　部　正　秀 H06

 笹　川　信　一 42 村　上　栄　樹 57 田　村　隼　人 H07

◎は常任理事 福　岡　義　邦 H07

　各支部 　顧　問 　事務局
　氏　　名 卒業年次 　氏　　名 卒業年次 　氏　　名 卒業年次

◎ 小　倉　征　彦 37 三田村　俊　文 31  服　部　英一郎 60

◎ 三　好　規　雄 41  島　田　芳　秀  水　出　寿　一

◎ 江　端　義　幸 44 磯　野　和　之  的　矢　俊　昭 51

◎ 馬　場　文　雄 42  為　国　順　治  伊　藤　裕　貴 61

◎は常任理事 竹　内　　　健 62

栗　田　仁　恵 H02

山　本　真　司 56

　校内理事
　氏　　名 卒業年次 　氏　　名 卒業年次 　氏　　名 卒業年次

　 盛　髙　宏　嗣 52 　 野　村　晶　彦 62 小　松　めぐみ H05

　 林　　　　　亨 56 　 林　　　昭  彦 62 辻　﨑　千　尋 H06

水　嶋　勝　彦 56 宗　近　浩　憲 63 高　芝　和　紀 H07

　 酒　井　哲　弥 57 　 松　村　　　剛 H02 　 野　村　幸　史 H10

　 辻　川　広　也 58 　 塚　崎　　　覚 H02 　 板　垣　洋　美 H11

上　木　俊　哉 61 　 西　口　佳　光 H03  福　島　健一郎 H14

　 宇　野　智　子 62 木　原　大　彰 H04 田　中　里　奈 H16

　 木　原　文　一 62 田　中　寛　人 H04  橋　本　洋　平 H18

　 鈴　木　秀　人 62 　

  副会長

〃

前 会 長

東 海 支 部 長

分　　担

〃

〃

〃

〃

調　　査

分　　担

学 校 長

〃

〃

〃
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〃

〃
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     第１章 総    則 

第１条 本会は福井県立武生高等学校同窓会と称する。 

第２条 本会の事務局は福井県立武生高等学校内に置く。 

第３条 本会は地域あるいは職域ごとに支部を設けることができ 

    る。 

 

     第２章 目的及び事業 

第４条 本会は会員相互の親睦をはかり、併せて母校の発展に寄 

    与することを目的とする。 

第５条 本会は前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

    １．会員名簿及び会報の発行 

    ２．母校の教育向上のための協力 

    ３．その他前条の目的を達成するための事業 

 

     第３章 会    員 

第６条 本会の会員は正会員と特別会員の２種からなり、それぞ 

    れに該当するものは下記のとおりである。 

    正会員  １．旧武生中学校の卒業生 

         ２．旧武生高等女学校と旧町立武生高等女学 

           校の卒業生 

         ３．旧武生高等学校併設中学校の卒業生 

         ４．武生高等学校の卒業生 

         ５．前各項に掲げる学校に在学した者で、本 

           会の承認をえた者 

    特別会員 １．旧武生中学校の職員 

         ２．旧武生高等女学校と旧町立武生高等女学 

           校の職員 

         ３．旧武生高等学校併設中学校の職員 

         ４．武生高等学校の旧職員及び現職員 

 

     第４章 役員及び顧問 

第７条 本会に次の役員を置く。 

    １．会  長    １名 

    ２．副 会 長     ５名 

    ３．常任理事    若干名 

    ４．理  事    若干名 

    ５．会  計    １名 

    ６．監  事    ２名 

    ７．顧  問    若干名 

第８条 役員の選任は次の通り行う。 

    １．会長、副会長は正会員の中から総会で選出する。 

    ２．常任理事は理事の中から卒業年次を考慮して選び、 

      また分校と定時制の理事を含めて会長が委嘱する。 

    ３．理事は卒業年次ごとに１～２名を会長が委嘱し、ま 

      た会長が特別に委嘱することもできる。 

    ４．監事は理事の中から会長が委嘱する。 

    ５．顧問は理事会、総会の承認を得て会長が委嘱する。 

      ただし、武生高等学校長及び教頭は顧問に就任する。 

 

第９条 １．会長は本会を代表し、会務を統轄する。 

    ２．副会長は会長を補佐し、会長に事故ある時はその職 

      務を代行する。また会務（財務、総会、会報、名簿 

      など）に分担して参与する。 

    ３．常任理事は会長、副会長を補佐して、事業の立案や 

      運営にあたる。 

    ４．理事は本会の事業の立案や実行に参与する。 

    ５．監事は会計及び資産状況を監査する。 

    ６．顧問は会長の諮問に応じ、本会の運営に参与する。 

第 10 条 役員の任期は２年とする。ただし再任を妨げない。 

 

     第５章 会    議 

第 11 条 本会の会議を分けて、総会、理事会、常任理事会とし、 

     いずれも会長がこれを招集する。 

第 12 条 総会は本会の最高決議機関で毎年１回開催する。ただ 

し、会長が必要と認めたときは臨時に開くことが出来 

る。司会は出席者の中から選ぶ。 

第 13 条 総会で審議する事項は、次の通りである。 

    １．会長、副会長の選出 

    ２．常任理事・理事・会計及び監事・顧問の承認 

    ３．決算及び会務・事業報告 

    ４．予算案及び事業計画案 

    ５．その他必要な事項 

第 14 条 議決は出席者の過半数の賛成を必要とする。 

第 15 条 理事会は会長が必要と認めたときに開催する。 

    ただし理事総数の３分の１以上の出席者がいなければ成 

    立しない。理事会の審議事項は、次の通りである。 

    １．総会に付議すべき事項 

    ２．その他の必要な事項 

 

     第６章 会計及び資産 

第 16 条 本会の会計年度は毎年 4月 1日に始まり、翌年 3月 31 

日に終わる。 

第 17 条 本会の経費は入会金、寄付金等をもってこれに充てる。 

     ただし会報の発行については、会報購読料を徴収してこ 

    れに充てる。 

第 18 条 本会の入会金は 3,000 円とする。 

第 19 条 本会の基本資産は、総会の承認をえずに消費し、また担 

    保に共してはならない。 

 

     第７章 会則の変更  

第 20 条 本会則は理事会の承認を経て、総会の議決をえれば改正 

    することができる。 

 

     第８章 補    則 

第 21 条 本会則は平成６年４月１日に改正し、即日これを施行す 

     る。 

武生高等学校同窓会会則 



順不同、（ ）は旧姓
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